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1生 徒 指導上 の諸 問題 の現状
1.1暴 力行為の現状




外 において4,114件(小 学校177件 、中学校2,951
件、高等学校986件)で あった(文 部科学省,
2004a)。 平成15年 度は学校内が3年 ぶ りに増
加 、 学 校 外 が3年 連 続 減少 、合 計 が3年 ぶ りに
増 加 とな っ た。 平 成9(1997)年 度 か らの学 校
内 にお け る暴 力 行為 発 生 件 数 の推 移 を学 校 種 間
で 比 較 してみ る と、 中学 校 の発 生 件 数 が 圧 倒 的
に多 く、 中学 校 、 高 等学 校 と もに平 成9年 度 か
ら 平 成12(2000)年 度 ま で は 増 加 し、 平 成13
(2001)年 度 、14(2002)年 度 は 減 少 した もの の 、
平 成15年 度 に は再 び増 加 してい る(表1-1)。
学校 内 、 学校 外 を合 わせ た 加 害 児 童 生 徒 数 は
38,990人 で あ り、 学 年 別 に見 る と、 小 学 校1年
生79人 、2年 生71人 、3年 生162人 、4年 生226
人 、5年 生438人 、6年 生860人 、 中 学校1年 生
6,389人 、2年 生9,748人 、3年 生13,028人 、 高
等 学 校1年 生3,935人 、2年 生2,449人 、3年 生
1,605人 とな っ て お り、 中 学3年 生 が最 も多 く、
全 体 の33.4%を 占 め てい る(図1-1)。
ま た、 性 別 に 見 る と、 小 学 校 で は男 子1,686
人 、 女 子150人 、 中 学 校 で は男 子26,094人 、 女
子3,071人 、 高 等 学 校 で は男 子7,167人 、 女 子822
人 で、 いず れ の 校 種 に お い て も男 子 が約9割 を
占 め て い る。
表1-1学 校内における暴 力行為 の発生件数の推移 文部科学省調べ
9年 度 10年度 11年 度 12年度 13年 度 14年度 15年度
小 学 校 1,304 1,528 1,509 1,331 1,465 1,253 1,600
中 学 校 18,209 22,991 24,246 27,293 25,769 23,199 24,463
高等学校 4,108 5,152 5,300 5,971 5,896 5,002 5,215
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(注)調 査対象は、公立学校。
図1-1学 年別加害児童生徒数(平 成15年 度) 文部科学省調べ
1.2い じめの現状




り、8年 ぶ りに増加した(文 部科学省,2004a)。
いじめについては、「① 自分より弱い者に対 し
て一方的に、②身体的 ・心理的な攻撃を継続的





なり、中学1年 生が7,307件で最 も多 く、全発
生件数の31.3%を 占めている(図1-2)。
いじめの問題に対する対応については、いず





別 に見 る と、小学校 におけ る6,501件の うち
87.6%に 当たる5,300件が既に解消 しているが、
残 りの12.4%に 当たる751件 についてはい じめ
がいまだ継続 してお り、現在なお指導中であ
る。中学校では15,159件のうち88.0%に 当たる
図1-2学 年別 い じめの発生件数(平 成15年 度) 文部科学省調べ
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13,341件 が 解 消 し、12.0%に 当 た る1,818件 が 指
導 中 で あ る。 高 等 学 校 で も2,070件 の う ち92.3%
に 当 た る1,910件 が 解 消 し、7.7%に 当 た る160件
が 指 導 中 で あ り、全 体 で 約9割 が既 に解 消 さ れ
て い る。
1.3不 登 校 の 現 状
平 成15年 度 間 に30日 以 上 欠 席 した 国 公 私 立
の 小 ・中 学 校 に お け る 不 登 校 児 童 生 徒 は、
126,212人 〔前 年 度131,252人 〕(小 学 校24,086人
〔前 年 度25,869人 〕、 中 学 校102,126人 〔前 年 度
105,383人 〕)で あ り、 平 成14年 度 に続 き、2年
連 続 で減 少 し た(文 部 科 学 省,2004a)。 不 登








むにつれて多 くなり、中学3年 生で最 も多 く、
全体の34.3%を 占めている(図1-4)。
不登校状態となったきっかけは、小学校では
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(注)調 査対象:国 ・公 ・私立小 ・中学校
図1-3不 登校児童生徒 数(30日 以上欠席者)文 部科学省調べ
(注)調 査対象:公 立小 ・中学校












小 ・中学校 ともに最 も多 く、小学校では2,741
人(57.1%)、 中学 校 で は22,090人(55.7%)、
































不登校状態 となった直接 のきっか けのうち






























が約3割 を占め、残 りは 「他の機関との連携」、
「その他」であった。具体的には、小学生 ・中
学生ともに 「家庭訪問を行い、学業や生活面で


















(注)調 査対象:公 立小 ・中学校
図1-6不 登校状態が継続 している理由(平 成15年 度) 文部科学省調べ
を行 った」は小学校でわずか6.9%、 中学校で














1.4子 ど も の側 か ら見 た 学 校 生 活
厚 生 労 働 省 に よ る 「平 成13年 度 児 童 環 境 調
査 」 に よ る と、 「不 安 や悩 み が あ る」 とす る 子
ど もの 割 合 は、 平 成8(1996)年 度 の 調 査 で
51.4%で あ っ た の が 平 成13年 度 で は54.5%と 増
加 して い る。 特 に女 子 は65.7%と 高 い割 合 を 示
し て い る。 ま た、 小 学6年45.0%、 中 学1年
51.8%、 中 学2年5&0%、 中 学3年67.9%と 学
年 が上 が る につ れ 不 安 や 悩 み を抱 え る子 ど もの
割 合 が 高 くな っ て い る(図1-7)。 内 容 別 で
は、 「自分 の勉 強 や進 路 につ い て」 が 最 も多 く、
つ い で 「自分 の 顔 や 体 形 につ い て 」、 「自分 の友
達 につ い て」 とな って い る。
また、 ベ ネ ッセ 教 育研 究所 が 平 成12年2月 ～











40%近 い児童が 「学校 をつまらない」 と感 じて




「友だちが た くさんいる」 で 「とて も大切」













　 とてもよくある 驪 わりとある 驪 ときどきある
驪 あまりない 口 ぜんぜんない
図1-8学 校生活で思 うこと
ベネッセ教育研究所調べ
「友 だ ち 関 係 」 につ い て は 、 同 じ くベ ネ ッ セ
教 育研 究所 が 、平 成10(1998)年2月 に 、東 京 ・
千 葉 ・埼 玉 ・愛 知 ・岐阜 の小 学5・6年 生 を対
象 に調 査 を行 って い る。 男 子 の90.4%、 女 子 の
93.5%が 、 ク ラ ス の 仲 良 しグ ル ー プ に入 っ て い
る と回 答 して い る。そ の理 由(複 数 回 答)は 様 々
で 、 「一 人 で は心 細 い か ら」(男 子26,1%,女 子
34。9%)、 「い じめ ら れ な い か ら」(男 子14.7%,
女 子12.0%)と 防 衛 的 な理 由 も見 られ る の が特
徴 で あ る。







平成2(1990)年 度が23.2%、 平成8年 度が
37.1%、 平成13年 度が45.5%と 著 しい増加傾向




約2割 、高等学校で約3割 にのぼる。表向 きは
体の不調でも、何 らかの心因的背景が体の変調
につながっているケース も多い と見 られる。何
らかの不安 ・不満が背景の一つ と見 られる 「な




学校 も9割 を超 えている。







崎の5都 県で、公立小学校の4年 か ら6年 の
3,324人を対象に調査 したところ、6人 に1人
















を対象 に行った 「全国少年アンケー ト調査」に
よると、学校でいじめられたことがあるか どう
かにつ いて は、「ない」が75.6%、 「ある」が
23%で あった。しかし、学校で、友だちがい じ
















60%、 「親」57%、 「先生」39%、 「親以外の家族」




だ ち との関係 」20%、 「学校が つ まらない」
18%、 「校則」17%の 順であった(2003年2月
27日付,読 売新聞朝刊)。




実 施 した ア ン ケ ー ト調 査 の結 果 に よ る と、 「子
ど も が い じ め を 学 級 担 任 に 知 らせ な い 理 由 」
は 、 小 学 生 ・中 学 生 の場 合 「よ け い い じめ られ
るか ら」 が 最 も多 く、「告 げ 口 に な る か ら」、「ど
うせ 解 決 しな い か ら」、「何 も して くれ な い か ら」
な どが多 く挙 げ られ て い た。 「担 任 の対 応 の 結
果 、 い じめ が ど うな っ た か」 とい う質 問 につ い
て は、 小 学 生 の47.6%、 中 学 生 の43.9%と 半 数
近 くが 「解 消 した 」 と答 え て い る も の の 、 「前
と 同 じ」 が 小 学 生23.2%、 中学 生25.6%、 「こ っ
そ りい じめ ら れ る よ う に な っ た 」 が 小 学 生
16.0%、 中 学 生14.7%あ り、 指 導 に 配 慮 を 要 す




全 日本教職員組合(全 教)が 平成14年7月 ～
9月 に組合員を中心に19都道府県の3万 人を対
象に実施 したアンケー ト(回 収率54%)で は、
完全学校週5日 制に移行 したことで、87%の 教
職員が 「子どもの学校生活が忙 しくなった」 と










63%,う ち教諭が80%)に よると、5月 の3回
の土曜 日(国 民の休日だった4日 を除く)の う







勤務時間は1日 当た り1時 間58分 で、平成4
(1992)年 の調査時より約1時 間半増えた。中
学校では10人 に1人 が夜10時 ごろまで学校に残
り、仕事をしていた。睡眠時間は1日6時 間11
分で平成4年 の調査 より49分短 くなった。過労
死の不安について 「ひとごとでない」「現実の
不安」と答えたのは合わせて58%で 、「学校 を










内の小 ・中学校教師を対象 に 「現代教師の日常
性に関する調査」を実施しているが、その結果
によると、教師という仕事に 「とてもやりがい
を感 じている」 という小学校教師は46.7%で 、
「やや感 じている」 と答 えた46.9%と 合わせる
と実に93.6%の 小学校教師がや りがいを感 じて
い る。 中学 校 教 師 に お いて も、 そ れぞ れ
35.2%、54.4%が その ように考 え、合 わせ て
89.6%が や りがいを感 じている。 しかし、その














































































































D(高3男 子)は 、2年 生の1学 期から休み





































2最 近 の生徒指 導 に関す る施 策
2.1不 登校に対する取組み










































服 し、社会 とのつなが り等を通 じて児童生徒が
主体的に立ち上がっていくための支援」、「『そっ






































































行動対策重点プログラム(最 終 まとめ)」(文 部







































































































かがえる。この現状 を打破 し不登校 ・暴力行






上述 したデータからは、図1-5に 示 したよ
うに、不登校状態 となった直接のきっかけは、
小 ・中学校 ともに50%以 上を 「友人関係をめ ぐ
る問題」が占めており、図1-8で は、話せる
友だちがいなかったり、仲のよい友だちといて


















2003)と して 「安心 して通 うことができる学校
の実現」を挙げているが、そこで言及されてい






不 登校 の 対応 に あ っ て は、 前 述 の 適 切 な働 き
か け、 関 わ りの重 要 性 を一 人 一 人 の教 員 が し っ
か りと認識 す る必 要 が あ る と ともに、 各教 員 は
児 童 生徒 の あi)の ま ま の姿 を受 け とあ、 先 入観
を持 っ こ とな く粘 り強 く聴 く姿 勢 を持 っ こ とグ
重 要 で あ り、 個 々 の 教 員 が児 童 生徒 に 対 す る共
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情を持つ存在 としてあ りのままを受け容れ ら
れ、共感的に話を聴いてもらえたという満たさ
れた思いを体験 させること、そのような関わり
によって児童生徒は自ら主体的に判断し行動を
正す力を発揮できることを信 じて関わることで
ある。教師は、子 どもたちが想像以上に自分の
気持ちを抑圧 していることを念頭に置き、その
気持ちを解放できるようなあたたかい関わりを
心がけることが重要である。
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